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今般の新型インフルエンザ
(A/HlNl)対策について
～対策の総括のために～

(水際対策・公衆衛生対策ロサーベイランス)

平成22年4月 28日
厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部

・
検疫強化期間中における検疫実績

(H21。4.28-6。 18)
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1.検疫の 目的 : 検疫の強化等により、できる限リウイルスの国内侵入の時期を遅らせることが
重要である。しかしながら、ウィルスの国内侵入を完全に防ぐことはほば不可能であると

いうことを

前提として、その対策を策定することが必要である(新型インフル
エンザ対策行動計画 )

2.検疫の対象者と検疫法の適用 (法的根拠が生じるのは、厚労大臣宣言による4月 28日 以降)

(注 )4月 28日 以降は全入国者に対して質問表徴収、サーモグラフイ監視、健康カード配布を検疫ブースで実施

対象者 4月 25日 4月 26日 、27日 4月 28日 -5月 21日 sE22E -Gfl18El

患者 (有症者 ) A(+):任意の医療

機関搬送
A← );受診勧奨

A(+);任意の医

療機関搬送
A(→ ;健康監視

隔離

患者の濃厚接触者 停留 慎重な健康監視

発生国からの入国者 注意喚起 健康監視
注意喚起

その他の入国者 注意喚起

検疫の方法 4月 25日 4月 26日 、27日 4月 28日 -5月 21日 5月 22日 -6月 18日

質問票の徴収
メキシヨ便は機側 メキシコ便は機内

全便機内

事前通報便は機内

+-=C=z<
有症者の迅速検査 検疫所健康相談室 検疫所健康相談室

濃厚接触者の把握 質問表から把握

健康カードの配布 注意喚起ポスター メキシコ便は機内 事前通報便は機内

― ス

(H21.4.28～ 6.18)

【概数】

航空機 船舶 計

便数 乗員桑客数 隻数 乗員乗客数 便0隻数 乗員乗客数

4/2B-5/21
(北米3国便)

9,800

(900)

1.646.00C

(217■ 001
3.000 94.00〔 12,800 1.740.003

5/22-6「 18 11.000 1.626.00C 3.500 97.00C 14.500 1,723.000

計 20.800 3.272,00C 3.50C 191.00C 27,300 3.463.00C

検疫所の設置状況(H22.4.1現在 )

13本所 (海港 :11空港 :2)
14支所 (海港 :7空港 :7)
83出張所 (海港 :63空港 :20)
計110 3



(平成21年4月 29日付け結核感染症課長通知 男り紙2)本手順は、平成21年5月 2日感染研からの新型用PCRフ
゜
ライマー配布まで使用。

症状 迅速診断キット PCR 対応

メキシコ
発熱又は

急性呼吸
器症状

A型陽性
H3陰性

本人 :隔離

接触者 :停留

H3陽性 入国後健康監視

A型陰性
B型陰性

臨床的に強く疑
われる場合※

H3陰性
本人 :隔離

接触者 :停留

H3陽性 入国後健康監視

上記以外の場合 入国後健康監視

A型陰性
B型陽性

実施せず
入国後健康監視

米国等の

発生国

発熱又は

急性呼吸
器症状

A型陽性
H3陰性

本人 :隔離

接触者 :停留

H3陽性 入国後健康監視

A型陰性
B型陰性

臨床的に強く疑
われる場合※

H3陰性
本人 :隔離

接触者 :入国後健康監視

H3陽性 入国後健康監視

上記以外の場合 入国後健康監視

A型陰性
B型陽性

実施せず
入国後健康監視

※ 臨床的に強く疑われる場合とは、インフルエンザ様症状や滞在地における接触歴等により判断される。

(H21.4.28～ 6.18)

1.渡航先日渡航先での接触状況

2.症状:①38度以上の発熱 6r ②2つ以上の急性呼吸器症状

YES

迅速診断検査(979例 )
Ｎ。
一

轟
Ｖ

ｍ一劃

ΨA(― )B(― ) ヘ
症状等から強く疑うか ?

YES:5例
サ

NO

PCR検査(24例 )

サΨΨサ
新型

10例(41.7%)

季節型(Hl)

4例(16.7%)

季節型(H3)

6例(25.0%)

A(― )

4例 (16.7%)
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健康状態質問票徴収
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事

例

Ell着日 出発地 隔離数 停留数 備  考

Э H21.5.8 米国(デトロイト) 3 4C

Э ″ ″ 1 Эの停留者のうちの1名 (PCRは千葉県実施)

Э H21.5.21 米国 (シカゴ) 璽用指針改定に伴い5/22に停留解除

Э H21.5.24 わナダ(ハ
゛
ンクーハ
・―)

Э H21.5.25 米国 (ロサンセ
゛
ルス)

Э H21.6.9 わサ貿デ(トロント)

Э H21.6.16 米国 (ホノルル) 1 重用指針改定に伴い6/19に隔離解除

計 6C

※機内検疫期間(H21.4.28～ 5.21)の隔離は5名 (うち1名は停留中に発症)



北米3国便 (メキシコ、米国(本土)、 カナダ)からの定期便は、成田、関西、
中部空港のみに就航。
成田空港では、午後に集中して到着したため、対応人員に苦慮した。

北米3国直行便の機内検疫実績
1日平均便数

空港 機数 乗員乗害数

威田空港 857 203,097

関西空港 34 7,284

中部空港 16 6,337

計 907 216,718

(注)乗員乗客数には、トランジット(乗り換え)客数を含む。

プライベート機、貨物機を除く。

(人 )
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□乗員数 ■乗客数

威田空港 約 37便/日

関西空港 約 2便/日

中部空港 約 1便/日

‐̂ 計 約 40便/日
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(H21.4.28～ 5.21)

北米3国直行便の機内検疫実績

空港 機数 乗員乗害数

成田空港 857 203,097

関西空港 34 7,284

中部聖港
ａ
ｕ

４
１
ロ 6,337

計 907 216,718

(注)乗員乗客数には、トランジット(乗り換え)客数を含む。

プライベート機、貨物機を除く。

健康監視実施者数

129,546名

うち、確定患者 3名を確認

延べ人数:約90万 (約4万人/日 )

保健所当たり:約 1,700(約 77人 /日 )

10

(H21.4.28～ 6.11)

※運用指針変更に伴い、
6月 12日以降は健康監

視期間途中で終了となつ

たため、11日までの数値。

濃厚接触者のうち健康監視期間内に発症した者は5名のみ

であり、いずれも患者と同一旅程の者。

うち4名 は機内隣接座席の者だが、初発患者との発症日の

差は最長でも1日である。

(単位 ;人 ) 発症者

1%(5)

追跡不能者 出国者数

3%(20)2%(19)
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(H21.4.28～ 6.18)
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(H21.4.28～ 6.18)

渡航歴を有する国内発生患者の
①84%は検疫時無症状
②13%は有症状だが症例定義に該当しない等により迅速診断非実施
③3%は迅速診断を実施したが陰性

入国時有症状 (20/154)
入国時有症状

(迅速陰性)
3°/。 (5ノ154

(迅速非実施)

①国内発生患者のフ割以上は入国時無症状

②国内発生患者の約9割は入国後3日以内に発症

N=154
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(H21、4.28～ 6.18)

5～ 7日

5。8%
不明日無症状

1.3%

4日

5.8%
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5空港検疫所 (成田、関西、中部、福岡、羽田|への検疫応援人員数

H21 522‐ 0́13 128日 間 l‖21_4_28-´ 521 124日 FB5

主な検度対応

15空港)計

成田空港検寝所に対する医師及び看護師の応援人員
(平成21年4月 23日 -5月 21日 )

i単位 :人 I

医師 看護師

延べ人員 1目 平均 延べ人員 1日 平均

他横度所 0 7

厚生労働本省 69‐ 2.5 3

園立ハンセン病寝贅所 0 232 9_7

防衛省 212 l l111 452 18_3

国立回踏医療センター 14 1_3 tl

:独 ,国立縮院機構 32 1_3 48 2_0

三社1奮圃社会保険協壼 l‐■含会 33 Ll, 34 1_4

:捜 ,労働者健康福Ill機構 16 01T IB 0_8

思賜財団済生会 19 0_8 24 1_0

国家螢務員業済縄含連合士 0 55 2_3

NT‐T東 日本病院 0 45 1_9

日立大学識人等 3□ 1.3 50 2.1

計 476 20 974 41
19



停留施設に対する応援者数

H21522-531110日 間 IH21423´‐‐5_21111日 鷹神
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1惑■日:

1115 211出 )

1:5,6地

'113.=地 |

11 15 21lL]

口

ヽ

Щ
∞

ロ

ロ

Щ
Φ

□

ｎ

Щ
０

□

菖

眠
０

口

“
】
Щ
０

□

Ｎ
】
Щ
０

□

】
Ｈ
Щ
一

田

ｏ
】
Щ
０

□

い
Щ

り

□

∞
眠
Φ

ロ

ト
眠

０

田

い
Щ
い

田

¨
Щ
Φ

回

寸
Щ
い

□

［
Щ

０

□

Ｎ
Щ

０

□

Ｈ
熙

０

□

日
“
Щ
い

口

ｏ
ｍ
Щ
い

□

一
Ｎ
Щ
い

皿
∞
Ｎ
Щ

い

ロ

ト
Ｎ
Щ
い

口

Ｏ
Ｎ
Щ
い

口

い
Ｎ
眠
ｎ

田
寸
Ｎ
Щ
い

□

ｍ
゛
Щ
い

□

Ｎ
Ｎ
Щ
い

□

Ｈ
Ｎ
Щ

い

□

ｏ
Ｎ
Щ
い

田

３

Щ
ｎ

□
∞
Ｈ
Щ
い

田

卜
】
Щ
い

回

り
】
Щ

い

ロ

ロ

Щ
い

□

菖

Щ
輌

田

曽

Щ
い

□

Ｎ
Ｈ
Щ
い

21

※ 平成21年 5月 12日 ～6月 17日までに都道府県から厚生労働省に対して行われた報告に基づく (設置予定は含まない)


